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研究概要
近年、免疫チェックポイント阻害薬が様々ながん種に対して承認された CD8 陽性 T 細胞（CD8+T 細胞）は抗腫瘍

免疫応答において主たる役割を果たしており、腫瘍を異物として排除している一方で、制御性 T 細胞（Treg）は抗腫

瘍免疫を抑制して予後不良因子になることが知られている。腫瘍中の PD-1 陽性 Treg が、PD-1 阻害薬投与によって

活性化して有効な抗腫瘍免疫を抑制し、PD-1 阻害薬の耐性機序や急性増悪の原因になることを明らかにしてきた。こ

れらの知見を基に PD-1 阻害薬の投与された症例の臨床検体の解析を進め、肺癌、胃癌、悪性黒色腫において、腫瘍

中の PD-1 陽性の CD8+T 細胞と PD-1 陽性の Treg のバランスが、PD-1 阻害薬の精度の高い効果予測マーカーに

なることを報告した。腫瘍免疫における臨床上の Treg の重要性が明らかになってきた一方で、腫瘍局所で Treg が活

性化表現型に分化する機序や PD-1 蛋白の発現が誘導される機構に関しては不明な点が多い。本研究では、多臓器の

腫瘍の腫瘍浸潤リンパ球の Treg を single cell sequence の手法を用いて解析することにより、臓器間の Treg のフェ

ノタイプの差異を究明する予定である。
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